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 「 メ ソ ジ ス ト 教 会 の 礼 拝 音 楽 」 と い う 言 葉を 聴 い た 時 、 何 を 思 い 浮 か べ る か ？ も し こ れが ロ ー マ カ ト リ ッ ク 教 会 、 又 は ル ー テ ル 教 会の 場 合 だ と 比 較 的 答 え や す い だ ろ う 。 し か しメ ソ ジ ス ト 教 会 の 音 楽 と は ？ 教 会 音 楽 に お いて メ ソ ジ ス ト 独 特 の 形 は あ る の か ？ も し そ うで あ れ ば 偉 大 な 作 曲 家 の オ ル ガ ン や 宗 教 合 唱曲 な ど の 作 品 の 中 に 見 い 出 す こ と は で き る のだ ろ う か ？ こ の 様 な 問 い に 答 え る に は メ ソ ジス ト 教 会 の 起 源 に 目 を 向 け な け れ ば な ら な い 。   一 般 的 に 音 楽 の 歴 史 に つ い て 学 ぶ 方 法 は 偉大 な 作 曲 家 や そ の 作 品 を 探 究 す る こ と だ 。 年代 順 に そ れ ぞ れ の 歴 史 的 時 代 の 作 曲 家 の す ぐれ た 作 品 に 焦 点 を 置 い て こ の 作 曲 家 中 心 の 取り 上 げ 方 を 用 い 、 メ ソ ジ ス ト 教 会 音 楽 の 研 究を す る 時 何 を 発 見 出 来 る だ ろ う か 。 そ の 答 えは 驚 く べ き か な 、 主 に メ ソ ジ ス ト 教 会 の 為 に活 躍 し た ク ラ シ ッ ク の 作 曲 家 は い な い の だ 。
The Encyclopedia of World Methodism に よ る と 「 メ ソ ジ ス ト 教会 は 偉 大 な 音 楽 家 を 誰 も 生 み 出 し て い な い 。優 秀 な 人 達 は こ の 教 会 に は 残 ら な か っ た 。」 １こ の 事 実 を 示 す 良 い 例 と し て ジ ョ ン ・ ウ ェ スリ ー 自 身 の 家 族 が 揚 げ ら れ る 。 彼 の 甥 、 サ ミュ エ ル （ １ ７ ６ ６ － １ ８ ３ ７ ） は １ ９ 世 紀 初期 の 偉 大 な イ ギ リ ス 作 曲 家 で あ り 、 オ ル ガ ニス ト で も あ っ た 。 し か し 彼 は 若 い 頃 、 音 楽 を理 由 に カ ト リ ッ ク 教 徒 に 改 宗 し た 。 そ し て サミ ュ エ ル の 息 子 の サ ミ ュ エ ル ・ セ バ ス チ ャン ・ ウ ェ ス リ ー （ １ ８ １ ０ － １ ８ ７ ６ ） も １９ 世 紀 半 ば の イ ギ リ ス 教 会 音 楽 家 の 偉 大 な １人 で 、 英 国 国 教 の 為 に 働 き 、 又 作 曲 し た 。 教会 音 楽 の 領 域 の 中 で も 、 ウ ェ ス リ ー 家 の 人 々さ え メ ソ ジ ス ト 教 会 の 中 に は 存 在 す る 場 は なか っ た 。   ク ラ シ ッ ク オ ル ガ ン 及 び 宗 教 合 唱 曲 の 原 点
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か ら メ ソ ジ ス ト 教 会 の 研 究 の 試 み は 失 敗 に 終わ り そ う だ が 、 初 期 メ ソ ジ ス ト 教 会 が 歌 っ た音 楽 、 特 に 創 立 者 が 存 在 す る 時 代 の 音 楽 を 調べ て み る 方 が よ り 成 果 が 期 待 さ れ る 道 で あ ろう 。 そ れ は 会 衆 が 歌 う 事 に つ い て で あ る が その 音 楽 が メ ソ ジ ス ト 教 会 に と っ て 大 切 で あ る事 が わ か る 。   ジ ョ ン ・ ウ ェ ス リ ー が 英 国 国 教 会 の 牧 師 であ り 、 彼 の 父 も 同 教 の 聖 職 者 で あ っ た 事 を 忘れ て は な ら な い 。 そ う す る 事 で ２ つ の 重 要 な事 実 が 明 ら か に な る 。 先 ず 第 １ に 、 彼 が 成 長期 に 親 し ん だ 会 衆 音 楽 は 英 国 国 教 会 の も の であ り 、 す な わ ち 、 韻 律 詩 篇 歌 で あ る 。 少 な い量 で は あ る が 賛 美 歌 や 旋 律 は 存 在 し た が 英 国国 教 は １ ８ 世 紀 の 間 そ れ を 使 用 す る こ と に 反対 し た 。 ２ ジ ョ ン は こ の 単 純 な 詩 篇 の 旋 律 を 、家 、 学 校 、 後 に は 大 学 で 歌 い な が ら 育 っ た 。第 ２ に 、 ウ ェ ス リ ー の 努 力 は 、 新 し い プ ロ テス タ ン ト 宗 派 の 創 造 で は な く 、 英 国 国 教 会 の中 で の 改 善 を 目 標 と し た 。 彼 は 英 国 国 教 会 と競 う 独 自 の 教 会 を 創 始 す る の で は な く 、 初 期の メ ソ ジ ス ト 教 徒 ら に 自 分 達 の 所 属 す る 英 国国 教 会 に で き る だ け 出 席 す る よ う 勧 め た 。 その 為 自 分 の 集 会 と 彼 ら の 各 教 会 の ス ケ ジ ュ ール が 重 な ら な い よ う 気 を つ け た 。 メ ソ ジ ス ト教 会 は 説 教 や 賛 美 歌 唱 に 重 点 を 置 き 初 期 に はメ ソ ジ ス ト の オ ル ガ ン 曲 や 宗 教 合 唱 曲 は 必 要と さ れ な か っ た 。 彼 ら の 唯 一 の 音 楽 は 賛 美 歌の メ ロ デ ィ ー で あ っ た 。   ジ ョ ン ・ ウ ェ ス リ ー は 賛 美 歌 の 歌 詞 や そ れを ど う 歌 う か に と て も 厳 し か っ た 。 メ ソ ジ スト 教 会 が 創 立 さ れ た 頃 か ら 、 教 徒 は 熱 心 な 賛美 歌 唱 で 有 名 だ っ た 。 そ れ に 比 べ 、 英 国 国 教会 は そ の 反 対 で あ っ た の で こ の 著 し い 違 い は英 国 国 教 会 側 に ね た み を も た ら し た 。 ジ ョン ・ ウ ェ ス リ ー が 下 級 階 級 で 教 育 を あ ま り 受け て い な い 人 々 を ど の よ う に 自 信 を 持 っ て 賛美 歌 を 歌 わ せ た か ？ こ れ を 成 功 さ せ る 為 に ウェ ス リ ー が 、 ど の 様 な 賛 美 歌 を 選 ん だ か ？ を調 べ る 前 に 、 先 ず 当 時 の 注 釈 者 が メ ソ ジ ス ト
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教 会 の 音 楽 に つ い て ど の よ う な 意 見 を 持 っ てい た か を 探 求 し よ う 。   メ ソ ジ ス ト 教 派 運 動 の 始 ま り か ら 数 年 後 、ジ ョ ン ・ ス コ ッ ト は 彼 の “Fine Picture of Enthusiasm” （ １７ ４ ４ ） の な か で こ う コ メ ン ト し て い る 。 メソ ジ ス ト 教 徒 は 教 会 音 楽 創 作 で 最 高 の 旋 律 があ る 美 し い 曲 を す で に 持 っ て い る 。 「 こ の 歌声 は 素 晴 ら し い 調 和 で う っ と り す る も の で ある 」 と 。 ３ １ ７ ８ ７ 年 に は 別 の 注 釈 者 が 「 説教 に 誘 わ れ て 英 国 国 教 会 か ら 離 れ た 人 ひ と りに 対 し て 、 １ ０ 人 の 人 が 音 楽 に よ っ て 誘 わ れた 」 と 述 べ て い る 。 ４ 賛 美 歌 唱 は 主 に ２ つ のメ ソ ジ ス ト 集 会 で 起 こ っ た 。 説 教 の 前 後 に 賛美 歌 を 歌 う “preaching service” と い う 礼 拝 と “love-feast” と呼 ば れ る 礼 拝 の 終 わ り に 賛 美 歌 が 数 曲 歌 わ れる も の だ 。 し か し 、 メ ソ ジ ス ト 賛 美 歌 唱 に つい て の 批 評 は 屋 内 の 集 会 だ け で は な か っ た 。チ ャ ー ル ズ ・ ウ ェ ス リ ー は 集 会 に 集 ま る 途 上で 仲 間 を 率 い て 元 気 に 歌 う こ と で 知 ら れ て いた 。 ５ 事 実 、 賛 美 歌 唱 は メ ソ ジ ス ト 礼 拝 の トレ ー ド マ ー ク と な り 、 英 国 国 教 会 に ね た み の気 持 ち を 起 こ さ せ た 。 ６ こ の ね た み は １ ７ ６２ 年 に 出 版 さ れ た パ ン フ レ ッ ト の 中 に 「 メ ソジ ス ト 教 会 の 世 俗 的 歌 唱 法 」 と 呼 ば れ る 章 で記 さ れ て い る 。 ７ こ の 著 者 は 軽 い 音 楽 を 歌 う英 国 国 教 会 を 批 判 す る が 、 教 会 内 で ポ ピ ュ ラー な バ ラ ー ド を 歌 う メ ソ ジ ス ト 教 会 に ま で はい っ て い な い 、 と 述 べ る 。 ８  メ ソ ジ ス ト 教 会 の リ ー ダ ー は い か に 賛 美 歌を 歌 う か 、 と い う 事 に つ い て 非 常 に 特 定 な 指示 を 与 え 、 １ ７ ４ ６ 年 、 各 説 教 者 に 次 の よ うな 提 案 を し た 。 ① 会 衆 達 に 適 切 な 賛 美 歌 を 選ぶ よ う に 注 意 す る 。 ② 賛 美 や 祈 り の 賛 美 歌 を選 ぶ 。 ③ 賛 美 歌 を 歌 い す ぎ な い よ う 気 を つ ける 。 ウ ェ ス リ ー の 賛 美 歌 の 中 に は か な り 長 いも の が 多 く あ る た め 、 最 長 ５ － ６ 節 で 止 め る 。④ 歌 っ て い る 最 中 に 歌 詞 の 意 味 を 定 期 的 に 会衆 に 聞 く 。 こ れ は ジ ョ ン ・ ウ ェ ス リ ー が 好 んだ テ ク ニ ッ ク の １ つ で あ っ た 。 翌 年 、 総 会 では ウ ェ ス リ ー が 許 可 し た 賛 美 歌 以 外 を 歌 う こ
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と が 禁 止 さ れ た 。 約 ２ ０ 年 後 、 １ ７ ６ ５ 年 の総 会 で も ま だ そ の 方 針 は 続 け ら れ 、 次 の 様 にも 指 示 が 出 さ れ た 。 ① 会 衆 に 音 符 を １ つ ず つ丁 寧 に 教 え る 。 ② ウ ェ ス リ ー が 許 可 し た メ ソジ ス ト 賛 美 歌 の メ ロ デ ィ ー 使 用 を 優 先 す る 。③ 遅 い テ ン ポ で 歌 わ な い 。 ④ 出 席 し て い る 全員 に 歌 う よ う に 勧 め る 。 ⑤ 間 違 っ た 歌 唱 法 を正 す 。   メ ソ ジ ス ト 歌 唱 法 を 最 も 評 価 で き る コ メ ント は ジ ョ ン ・ ウ ェ ス リ ー 自 身 の 賛 美 歌 集 の 序文 に あ る 。 下 記 の コ メ ン ト は     Select Hymns with Tunes 

Annext （ 賛 美 歌 選 集 お よ び 追 加 曲 、 １ ７ ６ １ ）の メ ロ デ ィ ー 部 分 で あ る “Sacred Melody” （「 神 聖 な る旋 律 」） の 序 文 に 書 か れ て い る 。 ① こ の 中 に ある 旋 律 を 他 の 曲 よ り 先 に 学 ぶ 。 ② 記 さ れ た とお り 歌 う 。 も し 間 違 っ て 歌 っ て い る 場 合 は 、即 訂 正 す る 。 ③ 全 員 が 歌 う 。 で き る だ け 会 衆と 共 に 歌 う 。 ④ 力 強 く 、 自 信 を 持 っ て 歌 う 。疲 れ 果 て た よ う に 、 又 眠 っ て い る よ う に 歌 わず 、 声 を 上 げ て 歌 う よ う 注 意 す る 。 自 分 の 声に 恥 ず か し が ら ず 、 悪 魔 の 歌 を 歌 っ た 頃 以 上に し っ か り 歌 う 。 ⑤ 謙 遜 な 気 持 ち を 持 っ て 歌う 。 ⑥ テ ン ポ を 守 る 。 ⑦ 精 神 込 め て 歌 う 。   ジ ョ ン ・ ウ ェ ス リ ー の 時 代 の 典 型 的 な 英 国国 教 会 の 聖 職 者 と 対 象 的 に 、 ジ ョ ン は 会 衆 者が 上 手 に 歌 う 事 だ け で な く 、 彼 の 思 い 通 り 歌う 事 を 望 ん だ 。 今 日 の 聖 職 者 の 中 で ど れ 程 の人 が 会 衆 の 歌 唱 法 に 時 間 を 費 や し 、 彼 ら の 歌唱 法 に 興 味 を 持 つ 人 は い る だ ろ う か ？ こ う した 努 力 は メ ソ ジ ス ト 教 会 に と っ て 、 も ち ろ ん有 意 義 な こ と と な り 、 彼 ら は そ の 時 代 の 最 も上 手 に 歌 う 会 衆 と し て 知 ら れ た 。   さ て 次 に 、 ウ ェ ス リ ー が メ ソ ジ ス ト の 為 に承 認 し た 曲 を 調 べ て み よ う 。 ウ ェ ス リ ー が 出版 し た 色 々 な 賛 美 歌 集 を 見 る 時 、 次 の 事 に 注意 す る こ と が 大 切 で あ る 。 英 語 の  “hymn” は 賛 美歌 や 聖 歌 と 訳 さ れ る た め 、 「 賛 美 歌 ＝ 歌 詞 ＋メ ロ デ ィ ー 」 と 一 般 的 に 思 わ れ て い る 。 し かし 、 ジ ョ ン と チ ャ ー ル ズ に よ っ て 作 ら れ た
“hymn” は 歌 詞 の み で あ る 。 多 く の 辞 書 に よ る と
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賛 美 歌 は 神 へ の 賛 歌 と 説 明 さ れ て い る 。 原 則と し て 賛 美 歌 は 「 礼 拝 で 用 い ら れ 、 創 作 さ れた 内 容 の 宗 教 的 抒 情 詩 に 限 定 さ れ 、 詩 篇 な ど聖 書 の 部 分 、 あ る い は 礼 拝 式 文 を 詩 の 形 式 に翻 訳 し た も の は 扱 わ な い 。」 ９ 現 代 の 賛 美 歌 はほ と ん ど 歌 詞 と 旋 律 共 に 記 さ れ て い る が 、 歌詞 ＋ 旋 律 ＝ 賛 美 歌 と 考 え な い よ う に 注 意 す る必 要 が あ る 。   ウ ェ ス リ ー 時 代 の 英 国 国 教 会 は 会 衆 歌 と して 韻 律 詩 篇 の み を 許 可 し た の で ウ ェ ス リ ー 一族 は 新 し い 種 類 の 英 語 会 衆 歌 、 つ ま り 賛 美 歌の 創 作 の 開 拓 者 と 言 わ れ る に 等 し い 。 The New 

Grove Dictionary of Music and Musicians に よ る と 、 「 ジ ョ ン ・ウ ェ ス リ ー と そ の 弟 チ ャ ー ル ズ ・ ウ ェ ス リ ーは 英 語 賛 美 歌 の 新 し い 時 代 を 開 い た が 、 そ こで は 、 歌 詞 も 曲 も 共 に 、 会 衆 に 宗 教 的 覚 醒 を起 こ さ せ る こ と が 目 標 と さ れ た 。」 １０   ジ ョ ン の 死 （ １ ７ ９ １ 年 ） ま で に ウ ェ ス リー 家 は 旋 律 が 含 ま れ て い る 賛 美 歌 集 を ４ 冊 出版 し た 。 こ こ で そ れ ら を 発 行 順 に 記 そ う 。   １１１１ ．．．．     A Collection of Tunes set to Music, as they arA Collection of Tunes set to Music, as they arA Collection of Tunes set to Music, as they arA Collection of Tunes set to Music, as they are commonly Sung at the e commonly Sung at the e commonly Sung at the e commonly Sung at the 

FounderyFounderyFounderyFoundery （（（（ フ ァ ウ ン ダ リ ーフ ァ ウ ン ダ リ ーフ ァ ウ ン ダ リ ーフ ァ ウ ン ダ リ ー 曲 集曲 集曲 集曲 集 、、、、 １ ７ ４ ２１ ７ ４ ２１ ７ ４ ２１ ７ ４ ２ 年年年年 ））））     ウ ェ ス リ ー 最 初 の 旋 律 付 き 賛 美 歌 集 。 詩 篇 では な く 賛 美 歌 の 歌 詞 と 旋 律 か ら 成 る 。 こ れ は会 衆 唱 の 為 の 音 楽 と し て 革 新 の 試 み と な る 。こ の 曲 集 は ４ ３ 曲 の メ ロ デ ィ ー が あ り 、 そ れぞ れ 賛 美 歌 を 伴 う 。 ど の メ ロ デ ィ ー も 単 旋 律で 書 か れ て い た 。 こ の 事 か ら 歌 唱 法 は ユ ニ ソン で 無 伴 奏 で あ っ た 事 が 予 測 で き る 。 メ ロ ディ ー は ３ 種 類 に 分 か れ る ： １ ３ 曲 の ド イ ツ コラ ー ル 。 １ ９ 曲 の 英 国 詩 篇 旋 律 。 １ ０ 曲 の ヘン デ ル の オ ペ ラ か ら の メ ロ デ ィ ー を 含 む 、様 々 な 曲 で あ る 。 こ れ は 英 国 の 会 衆 唱 に 新 しい 方 向 を 示 し た 。 こ の 曲 集 の 中 に あ る 旋 律 で今 だ に 使 用 さ れ て い る も の は “Bedford,” “Easter Hymn,” 

“Winchester New,”  “Hanover” で あ る 。 （ 日 本 基 督 教 団 賛美 歌 ３ ３ 番 、 １ ４ ８ 番 、 ６ ０ 番 、 ７ ６ 番 ） 残念 な が ら 編 集 が 不 十 分 で あ っ た 為 、 再 出 版 され る こ と は な か っ た 。   ２２２２ ．．．．     Hymns on the Great Festivals and Hymns on the Great Festivals and Hymns on the Great Festivals and Hymns on the Great Festivals and OOOOther ther ther ther OOOOccasions ccasions ccasions ccasions （（（（ 特 別特 別特 別特 別 なななな
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礼 拝礼 拝礼 拝礼 拝 な ど のな ど のな ど のな ど の 為為為為 のののの 賛 美 歌賛 美 歌賛 美 歌賛 美 歌 、、、、 １ ７ ４ ６１ ７ ４ ６１ ７ ４ ６１ ７ ４ ６ 年年年年 ））））     メ ロ デ ィ ー 付 き で 出 版 さ れ た ２ 番 目 の メ ソ ジス ト 賛 美 歌 集 で 、 ク リ ス マ ス な ど 、 教 会 歴 の特 別 な 日 に 用 い ら れ る も の で あ る 。 メ ソ ジ スト 教 会 音 楽 の 歴 史 に と っ て 、 と て も 重 要 な もの で あ り 、 こ の 中 に は メ ソ ジ ス ト 賛 美 歌 と 共に 歌 わ れ る た め 、 特 別 に 作 曲 さ れ た 最 初 の 旋律 が 存 在 す る 。 こ こ で 初 め て メ ソ ジ ス ト 教 会独 特 の 音 楽 様 式 が う か が え る 。 全 て の メ ロ ディ ー ( ２ ４ 曲 ) は 、 英 国 に 住 む ド イ ツ 人 J.F. 

Lampe （ １ ７ ０ ２ / ３ － １ ７ ５ １ ） に よ っ て 作曲 さ れ た 。 Lampe は 主 に オ ペ ラ を 作 曲 し 、 そ の形 式 は １ ８ 世 紀 英 国 劇 場 音 楽 （ 世 俗 音 楽 ） であ っ た 。 下 記 の 例 で 見 ら れ る よ う に 、 コ ン ティ ニ ュ オ の バ ス が 加 わ り 、 チ ェ ン バ ロ か オ ルガ ン と チ ェ ロ 伴 奏 す る よ う に な っ た 。 我 々 の目 か ら 見 る と 、 メ ロ デ ィ ー は と て も 華 美 で 会衆 に と っ て 歌 う 事 が 困 難 だ っ た に 違 い な い 。元 来 ソ ロ と し て 歌 わ れ る 為 に 作 曲 さ れ た の であ ろ う 。 １１ し か し 、 ウ ェ ス リ ー 家 は そ の 結 果に 喜 び メ ソ ジ ス ト 教 会 団 体 で 使 用 す る こ と を奨 励 し た 。 そ の 後 ６ ０ 年 間 メ ソ ジ ス ト の 間 で歌 わ れ 続 け ら れ た が 除 々 に 消 え 去 っ た 。 今 日 、現 代 の 賛 美 歌 集 の 中 に Lampe の 作 品 は 少 数 し か見 つ け 出 す 事 が 出 来 な い 。 最 初 で 真 の メ ソ ジス ト 教 会 音 楽 が そ の 宗 派 の 創 始 者 に 承 認 さ れた に も か か わ ら ず 、 メ ソ ジ ス ト 教 会 で も ほ とん ど 歌 わ れ な い と い う 事 は 不 思 議 に 思 え る 。  ３３３３ ．．．． Select Hymns with Tunes AnnextSelect Hymns with Tunes AnnextSelect Hymns with Tunes AnnextSelect Hymns with Tunes Annext [ [ [ [““““Sacred MelodySacred MelodySacred MelodySacred Melody””””] ] ] ] （（（（ 賛 美 歌 選賛 美 歌 選賛 美 歌 選賛 美 歌 選集集集集 お よ びお よ びお よ びお よ び 追 加 曲追 加 曲追 加 曲追 加 曲 、、、、 「「「「 神 聖神 聖神 聖神 聖 な るな るな るな る 旋 律旋 律旋 律旋 律 」」」」、、、、 １ ７ ６ １１ ７ ６ １１ ７ ６ １１ ７ ６ １年年年年 ))))     

Select Hymns が 含 ま れ て い る ３ 冊 目 の 賛 美 歌 集 は一 般 用 賛 美 歌 集 で あ る 。 音 楽 的 な 内 容 だ け が興 味 深 い だ け で な く 、 ジ ョ ン ・ ウ ェ ス リ ー の序 文 は 賛 美 歌 唱 に お い て の 初 期 メ ソ ジ ス ト 教派 の 立 場 の 重 要 な 声 明 文 で あ る 。 「 私 は こ の様 な 本 を 完 成 さ せ る た め に ２ ０ 年 以 上 も 努 力し た 。 し か し そ れ に も か か わ ら ず 、 音 楽 の 大家 達 は 彼 ら 自 身 の 道 を 歩 ん だ 。 こ の 本 は 私 の指 示 に 従 っ て 編 集 し 、 メ ロ デ ィ ー は 良 し 悪 し
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に 関 係 な く 今 使 用 し て い る ま ま 記 載 さ れ な けれ ば な ら な い 。 こ の 曲 集 は 我 々 に と っ て な じみ の あ る 旋 律 の 全 て が 含 ま れ て い る 。」 １２ 最 後の 彼 の 声 明 は 重 要 あ り 、 こ の 賛 美 歌 集 の 中 のメ ロ デ ィ ー は １ ７ ６ ０ 年 代 の メ ソ ジ ス ト 教 会で 使 用 さ れ た そ の ま ま の も の で あ る 。 ２ 部 から 成 る 曲 集 で 、 １ 部 は １ ３ ３ の 歌 詞 、 ２ 部 は１ ２ ペ ー ジ の 音 楽 基 礎 教 則 及 び １ ０ ２ 曲 の メロ デ ィ ー で 構 成 さ れ て い る 。 各 メ ロ デ ィ ー は歌 詞 の １ 節 と 対 に な っ て い る 。 ２ 部 は 「 神 聖な る 旋 律 」 と い う タ イ ト ル で 単 独 で も 購 入 でき た 。 １ ７ ６ ５ 年 の 第 ２ 版 で 新 し い 節 は 多 分こ の 本 に 始 め て 載 り 、 今 日 こ の  “Helmsley” と い う曲 は 現 在 広 く 歌 わ れ て い る 。 （ 日 本 基 督 教 団讃 美 歌 二 編 ５ ４ 番 ）   ど の 様 な メ ロ デ ィ ー が 含 ま れ て い る か と いえ ば 、 Lampe の 「 特 別 な 礼 拝 な ど の 為 の 賛 美歌 」 か ら い く つ か の 再 使 用 さ れ た 曲 や 、 何 曲か は １ ７ ４ ２ 年 の 「 フ ァ ウ ン ダ リ ー 曲 集 」 の中 か ら 抜 粋 さ れ た 。 今 日 の 読 者 に 興 味 が あ ると 思 わ れ る の は 当 時 の ポ ピ ュ ラ ー 音 楽 に 相 当す る メ ロ デ ィ ー で あ ろ う 。 M. グ リ ー ン の “Busy 

curious, thirsty fly” や H. パ ー セ ル の “Dialogue between Cupid and 

Bacchus” は 特 に 面 白 い 題 名 で あ る 。      ４４４４ ．．．． Sacred HarmonySacred HarmonySacred HarmonySacred Harmony    （（（（ 神 聖神 聖神 聖神 聖 な るな るな るな る ハ ー モ ニ ーハ ー モ ニ ーハ ー モ ニ ーハ ー モ ニ ー 、、、、 １ ７１ ７１ ７１ ７８ １８ １８ １８ １ 年年年年 ))))     ジ ョ ン ・ ウ ェ ス リ ー の 生 涯 最 後 に 出 版 さ れ た旋 律 付 き 賛 美 歌 集 及 び 、 １ ７ ８ ０ 年 版 賛 美 歌集 の 手 引 き で 、 「 神 聖 な る 旋 律 」 の 代 用 曲 集で あ る 。 １ １ ８ 曲 中 、 １ ０ ７ 曲 は 「 神 聖 な る旋 律 」 か ら 引 用 さ れ た 。 ３ ． の 神 聖 な る 旋 律と の 大 き な 違 い は 全 旋 律 に ベ ー ス の 旋 律 が 付け ら れ た 事 で あ る 。 ５ 曲 は ３ 声 で 、 こ れ は 複数 の パ ー ト で 歌 う と い う 傾 向 が 始 ま っ た 事 を意 味 す る 。 こ の 賛 美 歌 集 で 新 し い 旋 律  “Leoni” は現 代 の 賛 美 歌 集 に 見 い 出 せ る 。 （ 日 本 基 督 教団 讃 美 歌 ８ ５ 番 ） も う １ つ の 興 味 深 い 点 は 聖歌 隊 の 為 の ア ン セ ム １３ が ２ 曲 含 ま れ て い る 事で あ る 。 ハ ー モ ニ ー 付 き の 賛 美 歌 、 ア ン セ ムの 存 在 は メ ソ ジ ス ト 礼 拝 に お い て 形 式 に こ だ
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わ り 始 め た 事 を 物 語 っ て い る 。 こ れ に つ い て探 求 し て み よ う 。   上 記 の 様 に 、 メ ソ ジ ス ト 教 会 の 賛 美 歌 唱 は最 初 無 伴 奏 で あ っ た 。 メ ソ ジ ス ト 運 動 が 改 革運 動 と し て そ の 起 源 か ら 広 が る と 、 徐 々 に 独立 し た 教 会 の よ う に 見 え た 。 （ し か し 、 実 際に 英 国 国 教 会 か ら 分 裂 し た の は ウ ェ ス リ ー 没後 な の だ が 。）  “Preaching House” は チ ャ ペ ル と 呼 ば れ 、礼 拝 は 形 式 的 に な っ た 。 聖 歌 隊 や オ ル ガ ン が存 在 し た 事 も 認 め ら れ た 。 聖 歌 隊 が 存 在 し た教 会 で は そ の 役 割 は 賛 美 歌 唱 を サ ポ ー ト す る目 的 だ っ た が 、 同 時 に ア ン セ ム も 歌 い 始 め た 。又 、 ジ ョ ン ・ ウ ェ ス リ ー は 教 会 内 の オ ル ガ ンの 存 在 を 認 め た が メ ソ ジ ス ト の 集 ま り に 及 ぼす 影 響 を 懸 念 し た と い う 記 録 が あ る 。 １４ ウ ェス リ ー が 集 会 場 の オ ル ガ ン 許 可 を 認 め る か どう か と い う 質 問 が あ っ た 、 と い う 話 も あ る 。そ の 予 期 さ れ た 答 え は 「 存 在 す る だ け で 音 がな け れ ば 問 題 な い 」 で あ っ た 。 １５ こ の 話 は 多分 偽 作 だ ろ う が 、 初 期 メ ソ ジ ス ト 教 徒 が 聖 歌隊 や オ ル ガ ン に よ っ て 象 徴 さ れ る 礼 拝 形 式 に疑 い を 持 っ て い た 事 が 表 れ て い る 。   し か し 、 礼 拝 の 中 の オ ル ガ ン の 存 在 に 対 する ウ ェ ス リ ー の 反 感 を オ ル ガ ン や ク ラ シ ッ ク音 楽 の 反 感 と 考 え な い よ う に 気 を つ け な け れば な ら な い 。 チ ャ ー ル ズ ・ ウ ェ ス リ ー の 息 子達 、 サ ミ ュ エ ル と チ ャ ー ル ズ は ２ 人 共 天 才 児で 、 彼 ら の ロ ン ド ン の 住 ま い に は コ ン サ ー ト用 の 大 き な 部 屋 に チ ェ ン バ ロ と ２ 台 の パ イ プオ ル ガ ン が あ っ た 。 ロ ン ド ン 上 級 階 級 の 人 々（ ロ ン ド ン 市 長 を 含 む ） が そ こ で 開 か れ た数 々 の コ ン サ ー ト に 出 席 し た と 記 録 に あ り 、若 い チ ャ ー ル ズ は 当 時 、 王 様 の 前 で 演 奏 し たと も 記 さ れ て い る 。 オ ル ガ ン 自 体 を 嫌 っ た ので は な く 、 礼 拝 の 中 に お け る オ ル ガ ン 音 楽 によ っ て 作 り 出 さ れ る 雰 囲 気 を ジ ョ ン ・ ウ ェ スリ ー は 避 け た か っ た の だ ろ う 。   ジ ョ ン ・ ウ ェ ス リ ー の 死 ( １ ７ ９ １ 年 ) 、英 国 国 教 会 と の 正 式 な 分 裂 （ １ ７ ９ ５ 年 ） の後 、 形 式 的 な 音 楽 が 除 々 に メ ソ ジ ス ト 教 会 礼
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拝 に 浸 透 し て い っ た 。 １ ８ ０ ５ 年 の 総 会 で は形 式 的 な 宗 教 合 唱 音 楽 を 制 限 す る 試 み が な され た 。 ３ 年 後 、 礼 拝 中 の オ ル ガ ン 使 用 の 制 限も 行 わ れ た 。 し か し 、 結 局 １ ８ ２ ０ 年 の 総 会で 礼 拝 中 の オ ル ガ ン 奏 楽 が 許 可 さ れ た 。 こ の経 過 は メ ソ ジ ス ト の リ ー ダ ー シ ッ プ が 創 始 者の 死 後 、 形 式 的 礼 拝 に な り つ つ あ る 傾 向 を 阻止 す る こ と が 出 来 な か っ た 事 を 示 す 。 同 じ 傾向 は ア メ リ カ の メ ソ ジ ス ト 教 会 に お い て も 見ら れ る 。 １ ８ ０ ４ 年 ア メ リ カ メ ソ ジ ス ト 教 会の 総 会 で オ ル ガ ン 、 楽 器 、 聖 歌 隊 を 禁 止 し たと さ れ た が こ の 禁 令 は 長 く 続 か ず 、 １ ８ １ ５年 、 賛 美 歌 唱 を 援 助 す る と い う 目 的 で オ ル ガン の 使 用 が 正 式 に 許 可 さ れ た 。 １ ９ 世 紀 メ ソジ ス ト 教 会 の 礼 拝 が も っ と 形 式 的 な 音 楽 、 つま り 聖 歌 隊 、 報 酬 を 受 け て 歌 う 音 楽 家 、 オ ルガ ン 使 用 を 導 入 し た 傾 向 を 示 し た 。 ア メ リ カ１ ９ 世 紀 メ ソ ジ ス ト 派 に つ い て の 研 究 は 絶 え間 な い 分 裂 を も た ら す 。 た と え ば 、 ポ ピ ュ ラー 音 楽 の ジ ャ ン ル （ 民 謡 、 ゴ ス ペ ル 、 伝 道 集会 用 “revival” 賛 美 歌 、 な ど ） を 新 し い 形 と し て 用い た 田 舎 で の 礼 拝 に 対 し て 、 大 都 会 の 教 会 で用 い ら れ た ク ラ シ ッ ク 系 の オ ル ガ ン と 聖 歌 隊音 楽 を 用 い る 礼 拝 の 違 い が あ っ た 。 し か し 、こ れ に つ い て は 又 、 別 の 項 目 が 必 要 と さ れ るで あ ろ う 。 メ ソ ジ ス ト 教 会 音 楽 に つ い て 、 一応 こ の 時 点 で 今 回 は 終 わ ろ う 。   改 革 運 動 と し て メ ソ ジ ス ト 教 会 の 起 源 は 初期 か ら 認 め た 礼 拝 音 楽 に 大 き く 影 響 し た 。 形式 的 な 礼 拝 音 楽 を 拒 否 し た だ け で な く 、 活 発な 無 伴 奏 会 衆 賛 美 歌 唱 を 強 調 し た 。 新 し い 形の 歌 詞 で 力 強 く 歌 う 事 、 又 音 楽 は 英 国 国 教 会と 全 く 異 な っ た 雰 囲 気 を メ ソ ジ ス ト 教 会 に もた ら し た 。 形 式 主 義 が メ ソ ジ ス ト 教 会 礼 拝 の中 に 知 ら ず 知 ら ず の う ち に 入 り 始 め た 時 、 形式 的 な 礼 拝 を 重 ん じ る 人 達 と 原 始 メ ソ ジ ス ト教 会 の 礼 拝 を 好 む 人 達 の 間 で 争 闘 が 始 ま っ た 。こ の 二 元 性 は 今 も 教 会 に 残 存 し 、 そ の “ メ ソジ ス ト 教 会 音 楽 と は ？ ” と い う 問 い の 答 え が難 し い 理 由 で あ ろ う 。  
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